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序論 

シルクロードという言葉に、私たちの多くは無意識に、ラクダに荷を積み、砂漠を移動する人

々、すなわち「キャラバン」のイメージを呼び起こします。そして実際、シルクロードは地中

海の国々と極東を結ぶ、最初の主要な陸路交易路でした。 

  

しかしシルクロードという概念は、単にこの交易路が横たわる広大な地理的距離やそのルート

に広がるすべての山脈、砂漠、オアシスと結びつくだけではありません。私たちは適宜その長

い文化史も考察します。そして、シルクロードでは絹だけでなく、あらゆる種類の商品、とり

わけ当時格別に珍しかったものや高級品と考えられていたものが運ばれました。 

 

シルクロードの道程はまた、匈奴、トハラ人、ソグド人などの他、居住地を追われた、あるい

は自らの意思でより良い生活環境を求め新天地に向けて旅立ったすべての民族の移動ルートと

しても使われていました。 

 

また巡礼者や宣教師たちにとっても、シルクロードは彼らの信仰を広めるための手段となりま

した。その交通路上で、マニ教、ゾロアスター教、イスラム教、仏教、景教（訳注：旧キリス

ト教ネストリウス派の中国名、エフェソ公会議で異端とされる）など多様な宗教が広がり、遠

方の地域にも信者を得ました。その証拠に礼拝の対象として献納された聖人や神々の像を祀っ

た寺院、モスク、教会、洞窟などが数多く 

見られます。 

 

しかし、様々な病原体も人間や動物と一緒にシルクロードを移動しました。主なパンデミック

を 2つだけ挙げるとしても、6世紀のユスティニアヌスのペストと 14世紀の黒死病が交易路を

経由して広がりました。 

 

美術史家の視点から見ると、シルクロードで特に興味深いのは、美術作品が様々な地理的地点

に運搬され、そこで模倣される過程で、作品の様式が伝達され、変化し、吸収されていくとい

う点です。 

このような文化変容の研究のために、日本の奈良にある正倉院は８世紀まで遡ることのできる

重要なコレクションの一つを所蔵しています。 



 

 

 

地理的および歴史的概要 

「シルクロード」は、ドイツの地理学者で、地図製作者、探検家であったフェルディナント・

フォン・リヒトホーフェン(1833-1905)が 1877年に名付けた、西安からアナトリアまでの

6400kmのルートを指します。 

   

「ロード」という名称から、シルクロードが特に絹などの商品が輸送された、一本の連続した

ルートであるかのように思われがちですが、実はいくつかあるルートの一連であって、部分的

には平行に並ぶ区間が存在します。ですから、取引された商品は多くの仲介者の手を経て、最

終的な受取人に届くことがよくありました。また、西安からアナトリアまでのシルクロード全

体を、個人で、しかも一度に旅した旅行者の数はわずかでした。 

  

今日では、西暦元初期の数世紀に、シルクロードを最も長い距離を移動したのは、主に様々な

宗教の宣教師であったことは周知の事実となっています。 

 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/00/Seidenstrasse_GMT.jpg, © Kevin Case 
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シルクロードの伝統的なルートは、西安から西へ向かい、蘭州と甘粛回廊を通り、敦煌に至り

ます。そこで二つのルートに分かれています：北ルートは、天山山脈の山麓沿いにタクラマカ

ン砂漠を通過し、ハミ、トルファン、コルラ、クチャ、アクスといったオアシスの町を通って

カシュガルで南ルートと合流します。このルートは、南ルートほどの直線路ではなく、それほ

ど困難な道ではありませんでした。北ルートは主に 4世紀の終わりから使用されました。 

 

一方、南ルートは、チャルクリク、チャルチャン、ニヤ、ケリヤ、ホータン、ヤルカンドのオ

アシスの町を通過し、最終的に北ルートと同様にカシュガルに至ります。主に 2世紀から 4世

紀まで使われていました。 

 

旅する商人も仏教を布教する僧侶たちも、中国からカシュガルに向かう際、中央の砂漠地帯を

避けて通過しようとしました。カシュガルからは、南または西へ向かう様々なルートがありま

した。仏教の僧侶はしばしばヒンドゥークシュ山脈を通り、タシュクルガンを経てガンダーラ

とタキシラへ至るルートを選びました。一方、商人たちはパミール高原の北側を通ってサマル

カンドとブハラへ向かうルートを、また同様に南側を通ってバルフとメルブへ向かうルートを

取りました。その後、バグダッドとダマスカスを経由するか、あるいはアンティオキアとコン

スタンティノープルを経由するという様々なルートをたどって地中海地域へ至りました。ま

た、トラブゾンから黒海へも行きました。1 

 

アレクサンダー大王(紀元前 356年-紀元前 323年)は、シルクロードの大部分を活用した最初の

一人で、彼の帝国の境界を東方に向けてパンジャブ(現在のパキスタン/インド)まで拡張しまし

た。 

 

しかし、シルクロードの実際の開拓者は、アレクサンダー大王の 2世紀後の、中国の張騫(紀元

前 164年-紀元前 113年)とされています。 

張騫は、中国漢王朝の武帝(紀元前 147年-紀元前 87年)により、中国と月氏の対匈奴の同盟を

結ぶ交渉のために、特使として任命されました。 

 

 
1WOOD, Frances, “The Silk Road, Two Thousand Years in the Heart of Asia”, University of California 
Press, Berkeley, 2002, S. 11-13 
 



中国は、その歴史を通じてずっと、まさに匈奴のような中央アジアの遊牧民と戦ってきました

。こうした遊牧民の侵略に対する防衛として、万里の長城は建設されました。  

 

張騫は生来外交官的な資質に恵まれており、屈強な体を持ち健康でした。武帝は彼を約 200人

の兵士と共に中央アジアに派遣しましたが、そこで彼は匈奴に捕らえられ、10年間拘留されま

した。合せて 12年後、彼は中国の宮廷に帰還しましたが、まもなく同じ西域へと 2度目の遠

征をしました。したがって彼の遠征活動は紀元前 139年から紀元前 115年まで及びました。 

 

張騫は匈奴に対する月氏との軍事同盟を実現できなかったものの、パミール高原を通過しフェ

ルガーナ(カザフスタン)、バクトリア(アフガニスタン)へと辿った彼の旅行から得た西域の詳細

な知識と、それに加え、中国では西洋に関する最初の文献と考えられている、ローマ帝国に関

する報告を後世に残しました。彼が訪れた国々と民族に関する情報は、中国の未来における貿

易と軍事作戦にとって極めて重要なものでした。 

 

張騫の帰還後、まだ紀元前１１５年のうちに、武帝はパルティア帝国のミトラダテス 2世のも

とへ中国の使節を派遣しました。その使節団は 2万以上もの王の騎兵隊に迎えられました。こ

の中国の使節は、ペルシャからの贈り物を持ち帰っただけでなく、ミトリダテスの大使を伴っ

て帰国しました。 

 

これに続いて、武帝が行った紀元前 104年と 102年の外交使節および軍事遠征は、パミール高

原を通ってソグディアナへ、そしてフェルガーナへと至るものでしたが、紛れもなくペルシャ

と中国間の貿易の出発点を築きました。 

 

これらの初期の交流の後、その交易はますます繁栄します。西洋のあらゆる種類の高級品は、

シルクロードを渡り、漢王朝の首都である洛陽に向かいました。 

 

地中海地域で、ローマ人は絹に初めて接触することになります。ローマ帝国のシリア属州の総

督だったマーカス・リキニウス・クラッスス(生年不詳– 紀元前５３年)が、カルラエの戦いで

パルティアに対し歩兵の軍隊を率いたとき、彼の兵士たちが 初めて敵のペルシャ軍兵士の巨大



な絹の旗を目にしました。それが彼らを恐怖に陥れたと伝えられています。そして実際、彼ら

はカルラヘの戦い（紀元前５３年）に敗北しました。  

  

7年後、最初の絹がローマに到着しました。歴史記述によれば、ユリウス・シーザー(紀元前

100年-44年)の凱旋行進は、絹の天蓋で覆われていました。 

 

大プリニウス(23-79)は彼の著書「博物誌」に（次のように）記しています。  

...今こそ私たちはやって来たのです。..絹布を得るために開拓されたセレス（中国）への旅路や

、真珠を求めて探索された紅海の深淵、そしてエメラルドを探し求めて採掘された鉱山の深き

奥底を...この目でみるために。...しかも彼らは、これらの宝石が首飾りや冠にして身に着ける

にはあたかも小さすぎるかのように、耳に穴をあけてはめるという思いつきさえ取り上げてい

ました。体に宝石を差し込めるような穴をあけることができるのであればですが。最も低く見

積もっても、インドとセレスと（アラブ）半島全体に我が帝国は毎年 1億セステルツ（訳注：

古代ローマの貨幣単位およびその銀貨）を奪われています。これは私たちの贅沢と妻たちの欲

望に費やした代価なのです。 

 

セネカ（紀元前４年―６５年）はまた次のように述べました。 

絹のドレスは、肉体を、あるいは慎み深い心を、守ってはくれません。ですから、それを着た

とき、女性は自分が裸ではないと誓うことがほとんどできないのです。 

 

アレクサンダー大王(紀元前 356年-323年)は、アフガニスタン北部、インド、中央アジアの一

部を征服した後、そこに軍隊と入植地を残しました。彼の兵士の駐屯は、最終的にこれらの地

域の未来を形成したことになります。ギリシャ文化は数世紀にわたって存続し、後世の国々の

地方文化と混ざり合ったのですから。 

最も強力だったのは、紀元前 1世紀から 4世紀まで続いたクシャーナ帝国でした。クシャーナ

は、保存された大量の金貨が示すように、とりわけローマとの貿易によって繁栄しました。こ

れらの硬貨はまた、クシャーナが多民族から成る、宗教的に寛容な社会だったことを示してい

ます。ギリシャやローマ、イラン、ヒンズー教そして仏教の神々の図柄が、ギリシャ語の碑文

とともに見ることができます。2 

 
2TUCKER, Jonathan, “The Silk Road, Art and History”, London, 2003, S. 33-36. 



 

クシャーナ朝は中央アジアと中国における仏教の普及に関し決定的な役割を果たしました。帝

国の中心にあるガンダーラ地方は、仏陀を擬人描写した仏像で有名になりました。3 

 

ペルシャでは、アルデシール 1世がササン朝(224-651)を設立しました。これはイスラム教が

台頭する前の最後のペルシャ帝国であり、歴史上最も重要で影響力のある帝国の一つでした。 

 

ササン朝ペルシャは、道路建設や都市開発、および農業のために公的融資を行う中央集権国家

となりました。ゾロアスター教は国教となり、他の宗教は弾圧されました。4 

 

 
3FOLTZ, Richard, “Religions of the Silk Road, Premodern Patterns of Globalization”, New York 2010, S. 

45. 
4Ibid. S. 63 
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ササン朝のもとで、イランの芸術は、建築、彫刻、金属工芸、宝石彫刻、その他幅広い分野で

めざましい復興を成し遂げました。科学分野の振興もまた顕著でした。 

 

ササン朝はシルクロードにおいて文化の面だけでなく、経済面においても影響力を持つように

なりました。その統治圏は、現在のイラン、イラク、アナトリア、エジプト、パキスタン、お

よびアラビアと中央アジアの一部にまで及んでいました。 

 

精巧に加工された金属工芸品とガラス器はシルクロードに沿って輸送、取引されましたが、日

本に至るまでに法廷や貴族の屋敷で重宝されていました。 

 

 

 

中国は長い分裂の後、隋王朝(581年-618年)の下で再び統一されました。隋の後には唐王朝繁

栄の時代(618年-907年)が長く続きました。 

 

唐王朝のもとで中国は国際的な国家となり、その文化的財産を遠方の国々に伝達する一方で、

外国の生活様式、芸術、宗教の影響に対しては、広く門戸を開きました。 

Hunting King Plate, 303 – 309 AD, Sasanian, Iran, Silver and Gilt, Cleveland Museum of Art 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b6/Hunting_King_Plate%2C_303-

309_AD%2C_Sasanian%2C_Iran%2C_silver_and_gilt_-_Cleveland_Museum_of_Art_-_DSC08117.JPG 

 

 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b6/Hunting_King_Plate%2C_303-309_AD%2C_Sasanian%2C_Iran%2C_silver_and_gilt_-_Cleveland_Museum_of_Art_-_DSC08117.JPG
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b6/Hunting_King_Plate%2C_303-309_AD%2C_Sasanian%2C_Iran%2C_silver_and_gilt_-_Cleveland_Museum_of_Art_-_DSC08117.JPG


 

唐の首都長安には 100万人の住民が居住したと言われています。学生、使節、商人、旅行者、

芸術家、役者など大量の人々が首都を訪れ、街に国際的な雰囲気を与えました。同じ地区には

、ゾロアスター教の寺院がマニ教とネストリオス派（景教）の教会の隣にありました。 

 

唐明皇/玄宗皇帝(713-756)の贅沢な宮廷では、ペルシャ文化が流行しました。ペルシャ音楽や

ペルシャ料理が興じられ、服飾もペルシャの影響を受けました。ササンの美術品は高く評価さ

れました。 

 

ササン朝統治の終焉後、ペルシャはイスラム世界の一部となりました。ムハンマドが 610年に

イスラム教を創始しましたが、8世紀半ばにはペルシャだけでなく、タリム盆地にある唐帝国

やインド亜大陸の端まで、中東全域がイスラム教勢力の支配下に置かれました。イスラム商人

は 7世紀から 12世紀にかけてシルクロードを中心に活動し、経済的優勢にあった仏教徒の商

人、および彼らによって支えられた寺院を排除しました。 

 

12世紀には、アジア各地の様々な遊牧民族がチンギス・ハン(およそ 1158-1227)の覇権を認め

ました。彼の新たな統一軍は 1215年に北京を、1219年にサマルカンドを征服し、その後さら

にペルシャに移りました。1230年にモンゴル軍はロシアと東ヨーロッパを攻撃し、1242年に

ウィーンのすぐ手前まで迫りました。 

1206年にチンギス・ハンが設立したモンゴル帝国は、世界史上最大の連合帝国でした。帝国の

強みは騎馬隊でした。それにより、彼らはユーラシア大陸の情報伝達網および安全秩序を築き

、維持することができました。それはパクス・モンゴリカ（訳注：１３世紀から１４世紀に渡

りユーラシア大陸を支配したモンゴル帝国の覇権による平和で安定した時代）として歴史に刻

まれています。旅行が安全になったことで、交易が発展し、高度な経済成長につながりました

。 

 

モンゴル人は宗教的に寛容だったので、異なる信仰の伝道者も阻害されることなく自由に、シ

ルクロードを旅することができました。 

 



1227年のチンギス・ハンの死後、帝国はいわゆる汗国とよばれる４つの君主国に分割され、彼

の子孫によって統治されました 

 

この 4つの汗国の最西端、いわゆる「イル＝ハン朝」には、イラン、イラク、アナトリアの一

部が含まれました。彼の支配者ガザン・ハン(1296-1304)はイスラム教に改宗しました。  

 

チンギス・ハンの孫クビライ・カーン（訳注：フビライ・ハンとも呼ばれる）は、中国の皇帝

(1260-1295)になり、彼の王朝を「元」としました。「元」はドイツ語の「Ursprung」または

「Herkunft」を表す言葉です（訳注：両方とも「起源」の意）。 

 

チンギス・ハンのもう一人の継承者で、トルコの血を引くティムール(1336-1405)は、1375年

にティムール帝国を設立5しました。草原地帯から出現した最後の大王朝です。その領土には、

現代のウズベキスタン、南コーカサス、メソポタミア、アフガニスタン、中央アジアの一部、

インド、パキスタン、シリア、トルコが含まれていました。帝国の首都はサマルカンドでした

。 

 

シルクロードの南ルートの貿易は栄え、首都サマルカンドは中国、インド、地中海圏との貿易

の交差点となりました。 

 

ティムールはサマルカンドを、豊かでより美しい都にしようとしました。こうして彼は、あら

ゆる種類の宝物をその首都に持ち込んだだけでなく、征服した国々から戦利品とともに、優れ

た職人たちも連れ帰りました。  

 

モンゴルに勝利した後、明王朝(1368-1644)のもとで漢民族が再び中国を支配し、内政に目が

向けられるようになりました。明王朝では、外国人に対しほとんどの国境は閉鎖され、万里の

長城の修復が再び始まりました。 

 

 
5TSCHUNG-SUN, Kim, “The Renaissance Revisited: From a Silk Road Perspective”, Keimyung 
University, Acta Via Serica,, Vol. 3, NO 1, 2018, S. 12. 



その当時、海上貿易もまた重要性を増しました。1498年、ヴァスコ・ダ・ガマが海路でインド

に到達し、大航海時代が始まりました。 明の対外関係は、鄭和提督(1371-1433)の南海遠征が

主要な役割を果たし、彼はペルシャ湾、紅海、アフリカ沿岸に到達しました。 

 

18世紀、中国は清王朝時代に中央アジアの砂漠に国境を拡大しました。満州康熙帝(清の第４

代皇帝約 1622-1722)と乾隆帝(清の第６代皇帝、約 1736-1795)は新疆とその先の地方まで征服

し、その地域を通過する交易路の支配権を獲得しました。 

 

中国の現在の新疆ウィグル自治区と甘粛省は、石油、天然ガス、金、銀、銅、鉄鉱石、亜鉛、

石炭が豊富です。19世紀に中国が弱体化すると、ロシア、イギリス、そして周辺地域の指導者

の間でこの地域全体の利権が争われました。貿易は継続されましたが、政治的利害関係がより

重要になりました。6 
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